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（注）この調査での「お子さん」とは、封筒のあて名のお子さんのことを指します。

設問文に「お子さん」とある場合は、封筒のあて名のお子さんのことについてご回答ください。

すべての方に、お子さんとご家族の状況についてうかがいます。

問１ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えください。【○は１つ】

１．母親 ２．父親 ３．その他（                 ） 

問２ お住まいの地域はどちらですか。【○は１つ】 

１．小野小校区 ２．小野東小校区 

３．河合小校区 ４．来住小校区 

５．市場小校区 ６．大部小校区 

７．中番小校区 ８．下東条小校区 

９．わからない（町・自治会名：                                    ） 

問３ お子さんの生年月と学年をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

        
平成   年   月 生まれ  小学  年生 

        

問４ 世帯の子どもは何人ですか。あて名のお子さんを含む人数をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

世帯の子どもは    ➜ 
（あて名のお子さんを含む） 

              

 人             

              

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。【○は１つ】

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない  

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。

お子さんからみた関係でお答えください。【○は１つ】

１．父母ともに ２．主に母親 

３．主に父親 ４．主に祖父母 

５．その他（                                            ） 
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すべての方に、子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。

問７ お子さんの子育て（教育を含む）に、もっとも影響すると思われる環境はどれですか。【○はいくつでも】

１．家庭 ２．地域 

３．学校 ４．放課後子ども教室（寺子屋事業） 

５．放課後児童クラブ（アフタースクール） ６．習い事の先生 

７．友だち ８．医療機関・母子保健体制 

９．その他（                            ） 

問８ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【○はいくつでも】

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

問８で「１．」または「２．」に○をつけた方にうかがいます。

問８ １ 祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。【○はいくつでも】

１．祖父母等の親族の身体的・精神的負担や時間的制約を心配することなく、安心してみてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的負担が大きく心配である 

４．親の立場として、祖父母等の親族に負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                        ） 

すべての方にうかがいます。

問９ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人、相談できる場所はありますか。【○は１つ】

１．いる／ある ２．いない／ない  ⇒ ページへ 

問９で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。

問９ １ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は誰（どこ）ですか。【○はいくつでも】 

１．配偶者や祖父母等の親族 ２．友人や知人、隣人や地域の仲間 

３．職場の人・同僚 ４．幼稚園・保育所・認定こども園・学校の保護者仲間 

５．子育てサークル等の仲間 ６．児童館・子育て支援拠点施設、エクラ等ＮＰＯ 

７．民生委員・児童委員 ８．インターネット掲示板・専用サイト等 

９．学校の先生・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 10．放課後児童クラブ（アフタースクール）指導員 

11．保健所・保健センター 12．かかりつけ医師、看護師、栄養士 

13．こども家庭センター 14．家庭児童相談員、母子自立支援相談員 

15．民間の電話相談 16．ファミリー・サポート・センター 

17．その他（                                                                            ） 

⇒ 問 へ 
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すべての方に、母親の就労状況についてうかがいます。父子家庭の方は４ページ問 へお進みください。

問 母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。【○は１つ】

※フルタイムとは、１週５日程度・１日８時間程度以上の就労をいいます。

※フルタイム以外の就労はパート・アルバイトとしてご回答ください。

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

問 で「１．」～「４．」に○をつけた方にうかがいます。

問 １ 母親の１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を出る時刻」、「帰宅

時刻」をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

※就労パターンが一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

※出勤・帰宅時間は、必ず（例） 時 分～ 時 分のように、 時間制、 分単位でお答えください。

就労日数・ 
就労時間 

 
１週あたり    日  １日あたり   時間   分  

 出勤時間・ 
帰宅時間 

 
家を出る時刻   時  0 分頃 帰宅時刻   時  0 分頃 

 

問 で「３．」または「４．」に○をつけた方にうかがいます。

問 ２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労）への転換希望はありますか。【○は１つ】

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

問 で「５．」または「６．」に○をつけた方にうかがいます。

問 ３ 就労したいという希望はありますか。【○は１つ】

また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

 
１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年以上先、一番下の子どもが   歳になったころに就労したい 

 
３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 
希望する就労形態【○は１つ】

  
 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労） 

  
 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア．」以外）➜ １週あたり  日 １日あたり   時間  
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すべての方に、父親の就労状況についてうかがいます。母子家庭の方は５ページ問 へお進みください。

問 父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。【○は１つ】

※フルタイムとは、１週５日程度・１日８時間程度以上の就労をいいます。

※フルタイム以外の就労はパート・アルバイトとしてご回答ください。

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

問 で「１．」～「４．」に○をつけた方にうかがいます。

問 １ 父親の１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」と「家を出る時刻」、「帰宅

時刻」をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

※就労パターンが一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

※出勤・帰宅時間は、必ず（例） 時 分～ 時 分のように、 時間制、 分単位でお答えください。

就労日数・ 
就労時間 

 
１週あたり    日  １日あたり   時間   分  

 出勤時間・ 
帰宅時間 

 
家を出る時刻   時  0 分頃 帰宅時刻   時  0 分頃 

 

問 で「３．」または「４．」に○をつけた方にうかがいます。

問 ２ フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労）への転換希望はありますか。【○は１つ】

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

問 で「５．」または「６．」に○をつけた方にうかがいます。

問 ３ 就労したいという希望はありますか。【○は１つ】

また、該当する箇所に数字をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

 
１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年以上先、一番下の子どもが   歳になったころに就労したい 

 
３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

 
希望する就労形態【○は１つ】

  
 ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度以上の就労） 

  
 イ．パートタイム、アルバイト等（「ア．」以外）➜ １週あたり  日 １日あたり   時間  
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すべての方に、平日の放課後の過ごし方についてうかがいます。

問 お子さんは放課後の時間をどのような場所で過ごしていますか。【○はいくつでも】

○をつけた場合は、おおよその日数もご記入ください。また、放課後児童クラブ（アフタースクール）※注 を選んだ

場合は、下校時から何時まで利用しているかもご記入ください。【数字で記入】

※時間は必ず（例） 時 分のように 時間制、 分単位でご記入ください。

     １．自宅  週  日くらい 

          ２．祖父母宅や友人・知人宅  週  日くらい 

          ３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）  週  日くらい 

     
     
４．放課後児童クラブ（アフタースクール）※注1  週  日くらい 

     下校時から   時  0 分まで 

     
     ５．放課後子ども教室※注２(寺子屋事業)  週  日くらい 

          ６．その他（公民館、公園など）  週  日くらい 

     
※注１：「放課後児童クラブ（アフタースクール）」… 保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場

を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

※注２：「放課後子ども教室（寺子屋事業）」… 地域の方々の協力を得て、放課後に「よって吉蔵」や各地区のコミュニティセンターで学習・

スポーツ・文化芸術活動などを体験する取り組みです。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用対象です。 

 

問 １、問 ２は、問 で「４．放課後児童クラブ（アフタースクール）」に○をつけた方にうかがいます。

問 １ 現在、放課後児童クラブ（アフタースクール）を利用している理由をお答えください。【○は主なもの１つ】

１．現在就労している  

２．就労予定がある／求職中である  

３．家族・親族などを介護しなければならない  

４．病気や障がいがある  

５．学生である  

６．その他（                                                      ） 

問 ２ 放課後児童クラブ（アフタースクール）に対してどのように感じておられますか。【○はいくつでも】

１．定員を増やしてほしい  

２．利用時間を延長してほしい  

３．利用学年を引き上げてほしい  

４．指導内容を工夫してほしい  

５．施設・設備を改善してほしい  

６．現在のままでよい  

７．その他（                                                      ） 

※回答後、 ページ問 へお進みください
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問 で「４．放課後児童クラブ（アフタースクール）」に○をつけなかった方にうかがいます。

問 ３ 放課後児童クラブ（アフタースクール）を利用していない理由をお答えください。【○はいくつでも】

１．現在就労していないから 

２．面倒をみてくれる家族がいるから 

３．子どもが「留守番ができる」として行く気がないから 

４．就労しているが、子どもの帰宅時間には家にいるから 

５．就労しているが、放課後児童クラブに空きがないから 

６．就労しているが、利用料がかかるから 

７．就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから 

８．就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．その他（                                                   ） 

すべての方にうかがいます。

問 今後、放課後の時間、お子さんをどのような場所で過ごさせたいですか。【○はいくつでも】

○をつけた場合は、希望するおおよその日数もご記入ください。また、放課後児童クラブ（アフタースクール）※注

を選んだ場合は、下校時から何時まで利用したいかもご記入ください。【数字で記入】

※時間は必ず（例） 時 分のように 時間制、 分単位でご記入ください。

※放課後児童クラブ（アフタースクール）の利用には、一定の利用料が発生します。

     １．自宅  週  日くらい 

          ２．祖父母宅や友人・知人宅  週  日くらい 

          ３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）  週  日くらい 

     
     
４．放課後児童クラブ（アフタースクール）※注1  週  日くらい 

     下校時から   時  0 分まで 

     
     ５．放課後子ども教室※注２(寺子屋事業)  週  日くらい 

          ６．その他（公民館、公園など）  週  日くらい 

     
※注１：「放課後児童クラブ（アフタースクール）」… 保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活の場

を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

※注２：「放課後子ども教室（寺子屋事業）」… 地域の方々の協力を得て、放課後に「よって吉蔵」や各地区のコミュニティセンターで学習・

スポーツ・文化芸術活動などを体験する取り組みです。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用対象です。 

問 で「４．放課後児童クラブ（アフタースクール）」に○をつけた方にうかがいます。

問 １ 今後、お子さんの平日の放課後を過ごす場所として、放課後児童クラブ（アフタースクール）を利用したい

理由をお答えください。【○は主なもの１つ】

１．現在就労している  ２．就労予定がある／求職中である 

３．そのうち就労したいと考えている ４．家族・親族などを介護しなければならない 

５．病気や障がいがある ６．学生である／就学したい 

７．就労していないが、子どもの教育などの 

ために預けたい 
８．その他（                               ） 
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すべての方にうかがいます。

問 お子さんについて、夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童クラブ（アフタースクール）の利用希

望はありますか。【○は１つ】

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

※時間は、必ず（例） 時 分～ 時 分のように、 時間制、 分単位でご記入ください。

※放課後児童クラブ（アフタースクール）の利用には、一定の利用者負担が発生します。

 １．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい      時  0 分～   時  0 分まで利用したい 

 ２．休みの期間中、週に数日利用したい      時  0 分～   時  0 分まで利用したい 

 
３．利用する予定はない 

 

 問 お子さんについて、土曜日と日曜・祝日に、放課後児童クラブ（アフタースクール）が利用できるとしたら、

希望はありますか。【○は１つ】

また、希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

※時間は、必ず（例） 時 分～ 時 分のように、 時間制、 分単位でご記入ください。

※放課後児童クラブ（アフタースクール）の利用には、一定の利用者負担が発生します。

１ 土曜日

 １．ほぼ毎週利用したい                時  0 分～   時  0 分まで利用したい 

 ２．月に１～２回は利用したい          時  0 分～   時  0 分まで利用したい 

 
３．利用する予定はない 

 
２ 日曜・祝日

 １．ほぼ毎週利用したい                時  0 分～   時  0 分まで利用したい 

 ２．月に１～２回は利用したい          時  0 分～   時  0 分まで利用したい 

 
３．利用する予定はない 

 

問 「放課後子ども教室（寺子屋事業）」が、放課後児童クラブ（アフタースクール）と連携して行う事業として実

施されています。お子さんはその事業の利用希望はありますか。【○は１つ】

また、希望がある場合は、利用希望日数を数字でご記入ください。【数字は一枠に一字】

 

 
１．利用したい   週  日くらい 

 
２．利用する予定はない 

 
３．利用できる教室がない 
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すべての方に、病気の際の対応についてうかがいます。

問 この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休んだことはありますか。【○は１つ】

１．あった ２．なかった ⇒ ページ問 へ 

問 で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。

問 １ この１年間に、病気やケガで学校を休んだ場合、どのように対応しましたか。該当するものを「１ 」～「９ 」

から選んで○をつけてください。【○はいくつでも】

○をつけた場合は、それぞれのおおよその日数もご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。

１年間の対応 日数

     
１．父親または母親のうち就労していない方が子どもを看た 年間   日 

          
２．父親が休んだ 年間   日 

          
３．母親が休んだ 年間   日 

          
４．（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった 年間   日 

          
５．病児・病後児の保育を利用した 年間   日 

          
６．ベビーシッターを利用した 年間   日 

          
７．ファミリー・サポート・センターを利用した 年間   日 

          
８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年間   日 

          
９．その他（                                                    ） 年間   日 

     
 

※「１．」だけに○をつけた方は ページ問 へ、

「２．」または「３．」に○をつけた方は ページ問 へ、

「４．」～「９．」に○をつけた方は ページ問 へお進みください 
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問 １で「２．父親が休んだ」または「３．母親が休んだ」に○をつけた方にうかがいます。

問 ２ その際、「できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」と思いましたか。【○は１つ】

また、利用したいと思った日数はどれくらいありますか。【数字で記入。数字は一枠に一字】

※病児・病後児保育施設等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。

 
１．利用したいと思った（利用希望日数   日） 

２．利用したいとは思わない 

 
その理由【○はいくつでも】 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

２．地域の事業の質に不安がある 

３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで看るのが当然だと思うから 

７．親が仕事を休める（年次有給休暇制度等がある） 

８．その他（                               ） 

問 １で「４．」～「９．」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。

問 ３ その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思いましたか。【○は１つ】

また、仕事を休んで看たかった日数はどれくらいありますか。【数字で記入。数字は一枠に一字】

 
１．休んで看たかった（仕事を休み看たかった日数   日） ⇒ ページ問 へ 

２．休んで看ることは非常に難しい 

 
その理由【○はいくつでも】 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない（とりにくい） 

２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

４．休暇はあるが、仕事が忙しくて休めない（休みにくい） 

５．その他 （                                 ） 
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すべての方に、宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます。

問 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）で、お子さんを泊まりがけで、家族以外にみ

てもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。

１．あった ２．なかった ⇒ ページ問 へ 

問 で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。

問 １ その場合、どのように対応しましたか。【○はいくつでも】

○をつけた場合は、それぞれのおおよその泊数もご記入ください。【数字で記入。数字は一枠に一字】

利用している事業 泊数（年間）

 

 

    

１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった    泊 

     
     ２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
   泊 

     
     
３．「２．」以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した    泊 

     
     
４．仕方なく子どもを同行させた    泊 

     
     
５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    泊 

     
     
６．その他（                                                            ）    泊 

     
※「２．」～「６．」に○をつけた方は ページ問 へお進みください

問 １で「１．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」に○をつけた方にうかがいます。

問 ２ その場合、頼みやすかったですか。【○は１つ】

１．非常に難しかった 

２．どちらかというと難しかった 

３．特に困難ではなかった 
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すべての方に、子育て全般についてうかがいます。

問 今後も小野市で子育てをしたいと思いますか。【○は１つ】

１．思う ２．思わない 

今後も小野市で子育てをしたい理由

【○はいくつでも】 

今後、小野市で子育てをしたいと思わない理由

【○はいくつでも】 

１．自然があるから １．自然がないから 

２．風土がのんびりしているから ２．風土があわないから 

３．遊び場がたくさんあるから ３．遊び場が少ないから 

４．子育てに関する情報が豊富だから ４．子育てに関する情報が豊富でないから 

５．小学校の教育体制レベルが高いから ５．小学校の教育体制レベルが低いから 

６．防犯・防災面で安全性が高いから ６．防犯・防災面で安全性に不安があるから 

７．医療助成制度が充実しているから ７．医療助成制度が充実していないから 

８．医療機関が多くあるから ８．医療機関が少ないから 

９．親しい友人がいるから ９．親しい友人がいないから 

10．生まれ育ったところだから 10．生まれ育ったところでないから 

11．親が近くに住んでいるから 11．親が近くに住んでいないから 

12．家があるから（建てたから） 12．小野市以外で家を建てる予定があるから 

13．その他 

（                   ） 

13．その他 

（                   ） 

問 子どもを健やかに生み育てるために、小野市にどのようなことを期待しますか。【○はいくつでも】

１．子育てについて学ぶ機会の充実 ２．子育て中の親子が交流できる場の充実 

３．出産や子育てに関する相談体制の整備 ４．出産や子育てに関する情報の充実 

５．保育サービスや施設の整備 ６．学童期の子どもの放課後対策の充実 

７．妊娠から出産までの母子保健サービスの充実 ８．小児医療体制の充実 

９．男女がともに子育てにかかわるための意識啓発 10．女性が働きやすい就労環境の整備 

11．出産や子育てにかかる医療費の負担軽減 12．保育料や教育費などの負担の軽減 

13．子育て家庭への手当の支給や税制優遇措置 14．子育て家庭の住宅の確保や家賃の補助 

15．交通安全・防犯対策の推進 16．子どもの遊び場や居場所づくりの推進 

17．子どもの「生きる力」を育むための教育の推進 18．その他（                              ）   

19．特にない  
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問 子育ての環境や支援に関してご意見がありましたら、自由にご記入ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

同封の封筒に入れ、12月 17日（月）までに 

ご投函ください（切手不要）。 

 


